
企
業
ガ
イ
ダ
ン
ス
等
情
報

※
各
自
で
事
前
申
し
込
み
を
行
う
こ
と

【
一
年
次
対
象
】

◎
山
梨
県
主
催

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
企
業
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

・
日
時

六
月
八
日
（
土
）

十
三
時
〜
一
六
時
四
十
五
分

◎
マ
イ
ナ
ビ
主
催

仕
事
研
究
＆
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
フ
ェ
ア

・
日
時

六
月
十
六
日
（
日
）

十
三
時
〜
一
七
時

・
場
所

ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨

◎
Ｙ
Ｂ
Ｓ
主
催

ジ
ョ
ブ
リ
サ
ー
チ

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
フ
ェ
ア

・
日
時

六
月
二
十
九
日
（
土
）

十
三
時
三
十
分
～
十
六
時
三
十
分

・
場
所

ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨

【
二
年
次
対
象
】

◎
山
梨
県
主
催

合
同
就
職
フ
ェ
ア

・
日
時

六
月
十
七
日
（
月
）

十
三
時
～
十
五
時
三
十
分

・
場
所

ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
甲
府

◎
県
央
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し
主
催

合
同
企
業
説
明
会

・
日
時

六
月
三
十
日
（
日
）

十
時
～
十
六
時

・
場
所

ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨

【
原
田
貴
裕
先
生
よ
り
】

昨
年
の
学
校
だ
よ
り
で

もC
h
a
t
G
P
T

に
つ
い
て
書

き
ま
し
た
が
、
一
年
経
っ

て
さ
ら
に
進
歩
し
ま
し

た
。
本
物
と
見
紛
う
よ
う

な
動
画
作
成
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
（
ア
ッ

プ
の
女
性
の
表
情
が
リ
ア
ル
で
す
。
残

念
な
が
ら
、
こ
の
機
能
は
ま
だ
使
え
ま

せ
ん
。
）
音
声
や
写
真
を
入
力
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
長
足
の
進
歩
を
遂

げ
るC

h
a
t
G
P
T

に
未
来
を
予
測
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。

『
教
育
分
野
で
は
個
別
化
学
習
が
進

み
、
学
生
一
人
ひ
と
り
に
最
適
な
指
導

が
提
供
さ
れ
ま
す
。
ビ
ジ
ネ
ス
で
は
、

顧
客
サ
ポ
ー
ト
や
デ
ー
タ
分
析
が
自
動

化
さ
れ
、
効
率
が
向
上
し
ま
す
。
医
療

分
野
で
は
、
診
断
や
治
療
の
サ
ポ
ー
ト

が
強
化
さ
れ
、
患
者
ケ
ア
が
向
上
し
ま

す
。
日
常
生
活
で
は
、
ス
マ
ー
ト
ア
シ

ス
タ
ン
ト
が
生
活
を
便
利
に
し
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
円
滑
に
な
り
ま

す
。
』

【
学
校
行
事
・
連
絡
等
】

◎
六
月
の
学
校
行
事

９
日(

日)

日
商
簿
記
検
定

日(

月)

献
血

10
日(

日)

秘
書
検
定

16
日(

月)

情
報
処
理
２
級
１
部

17
日(

金)

高
校
教
員
対
象
入
試
説
明
会

21
日(

金)

２
年
生
甲
府
市
銀
座
通
り
商

28

店
街
七
夕
飾
り
参
加
（
予
定
）

◎
今
年
の
「
山
梨
地
域
経
済
概
論
」

今
年
の
山
梨
地
域
経
済
概
論
は
、
Ｎ

Ｔ
Ｔ
東
日
本
山
梨
支
店
に
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
地
域
社

会
の
課
題
を
解
決
す
る
」
こ
と
を
研
究

の
方
向
性
に
し
て
、「
農
業
」「
防
災
」「
教

育
」
の
３
つ
の
テ
ー
マ
の
下
、
一
年
間

研
究
活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

５
月
９
日
に
は
、
山
梨
支
店
の
五
十

嵐
支
店
長
（
写
真
左
）
、
長
田
副
支
店
長

（
中
央
）
、
伊
藤
広
報
担
当
課
長
（
右
）

が
来
校
し
、
五
十
嵐
支
店
長
か
ら
社
会

の
現
状
や
各
テ
ー
マ
の
課
題
に
対
し
学

生
の
研
究
に
期
待
す
る
こ
と
な
ど
に
つ

い
て
ご
講
義
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
義
の
最

後
に
は
、
自

ら
の
経
験
に

基
づ
い
た
学

生
へ
の
激
励

の
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
あ
り
ま

し
た
。
以
下

に
そ
の
一
部

を
紹
介
し
ま

す
。

✓
自
分
の
考
え
・
意
思
を
も
つ
こ
と

情
報
が
氾
濫
し
て
い
る
現
代
で
あ
る

か
ら
こ
そ
、
じ
っ
く
り
考
え
、
そ
の
背

後
に
あ
る
も
の
、
本
質
は
何
か
？
を
見

抜
け
る
訓
練
を
し
続
け
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

✓
い
つ
で
も
将
来
を
イ
メ
ー
ジ
す
る

漫
然
と
生
き
る
よ
り
、
目
標
が
あ
る

人
に
は
そ
れ
に
向
け
て
何
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
か
と
い
う
具
体
的
な
行
動

が
見
え
て
き
ま
す
。
そ
う
い
う
人
は
強

い
で
す
。

【
教
務
部
】

◎
後
援
会
役
員
が
決
定
し
ま
し
た

理
事
と
監
事
は
会
長
が
委
嘱
す
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
す
べ
て

の
役
員
が
決
定
し
ま
し
た
の
で
、
こ
の

紙
面
に
て
報
告
い
た
し
ま
す
。

会
長

向
山

哲
（
情
報
処
理
２
）

副
会
長

越
石
将
幸
（
情
報
処
理
１
）

副
会
長

古
屋
は
る
み
（
副
校
長
）

理
事

小
澤

誠
（
会
計
情
報
２
）

理
事

三
森
恵
子
（
会
計
情
報
２
）

理
事

金
枡

亨
（
情
報
処
理
２
）

理
事

藤
田
美
由
紀
（
情
報
処
理
２
）

理
事

赤
澤
真
澄
（
会
計
情
報
１
）

甲
府
商
科
専
門
学
校
だ
よ
り
六
月
号

六
月
号

運と縁

今
年
度
、
学
生
の
研
究
活
動
に
ご
支
援
い
た
だ
く
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日

本
の
五
十
嵐
支
店
長
の
講
義
の
一
節
に
と
て
も
共
感
し
ま
し
た
。

「
誠
実
な
行
動
は
最
後
に
必
ず
あ
な
た
に
チ
ャ
ン
ス
を
も
た
ら
し

て
く
れ
る
。
声
に
出
す
こ
と
で
思
わ
ぬ
支
援
者
に
巡
り
合
う
可
能

性
が
あ
る
…
」

チ
ャ
ン
ス
と
支
援
者
に
巡
り
合
う
可
能
性
を
「
運

と
縁
」
だ
と
す
る
と
、
私
自
身
、
仕
事
で
苦
し
い
状
況
の
中
、
な

ん
と
か
行
動
し
続
け
た
こ
と
で
思
い
が
け
な
い
運
が
巡
っ
て
き
た

こ
と
、
難
題
を
抱
え
た
時
、
救
い
と
な
る
縁
に
何
度
と
な
く
恵
ま

れ
た
こ
と
、
な
ど
が
思
い
出
さ
れ
た
か
ら
で
す
。
運
や
縁
は
全
く

の
偶
然
で
は
な
く
、
物
事
を
前
向
き
に
考
え
、
行
動
を
止
め
な
い

姿
勢
や
努
力
に
引
き
寄
せ
ら
れ
る
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。（
耕
）



理
事

山
寺

誠
（
会
計
情
報
１
）

理
事

森
本
千
恵
（
情
報
処
理
１
）

理
事

田
美
奈
（
情
報
処
理
１
）

監
事

窪
田
美
恵
子
（
会
計
情
報
２
）

監
事

木
曽
川
美
穂
（
会
計
情
報
１
）

事
務
局

原
田
貴
裕
・
北
村
純
子
（
職

員
）

一
年
間
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
甲
府
城
西
高
校
一
年
生
校
外

研
修
で
本
校
へ

５
月

日
に
甲
府
城
西
高
校
の
１
年

17

生

名
が
、
山
梨
で
働
く
こ
と
、
生
き

36
る
こ
と
に
つ
い
て
考
え
る
進
路
学
習
の

一
環
と
し
て
来
校
し
ま
し
た
。
最
初
に

学
校
の
特
色
等
に
つ
い
て
校
長
先
生
、

原
田
教
務
部
長

が
説
明
し
、
そ

の
後
、
生
徒
の

希
望
で
西
田
先

生
の
簿
記
ク
ラ

ス
と
金
丸
先
生

の
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
ク
ラ
ス
に

分
か
れ
体
験
授

業
を
受
け
て
も

ら
い
、
最
後
に

校
内
見
学
を
し
て
終
了
し
ま
し
た
。
参

加
し
た
高
校
生
が
本
校
に
興
味
関
心
を

持
っ
て
く
れ
る
こ
と
に
期
待
し
ま
す
。

【
学
生
部
】

◎
ク
ラ
ス
役
員
顔
合
わ
せ
会

５
月
８
日
の
昼
休
み
に
、
今
年
度
の

各
ク
ラ
ス
の
ク
ラ
ス
役
員
の
顔
合
わ
せ

会
を
実
施
し
ま
し
た
。
各
役
員
の
自
己

紹
介
に
続
き
、
校
長
先
生
、
副
校
長
先

生
か
ら
、
学
校
行
事
や
地
域
貢
献
活
動

等
に
学
生
が
主
体
的
、
協
力
的
に
取
り

組
め
る
よ
う
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
役

割
を
果
た
し
て
ほ
し
い
と
激
励
の
言
葉

が
あ
り
ま
し
た
。
学
生
達
が
ク
ラ
ス
役

員
を
中
心
に
学
校
を
さ
ら
に
活
性
化
し

て
く
れ
る
こ
と
に
期
待
し
ま
す
。

【
ク
ラ
ス
役
員
一
覧
】

○
会
計
情
報
科
１
年

委
員
長

赤
澤

円

副
委
員
長

木
曽
川

智
也

○
情
報
処
理
科
１
年

委
員
長

仲
川

優
太

副
委
員
長

深
澤

美
羽

○
会
計
情
報
科
２
年

委
員
長

小
澤

蓮

副
委
員
長

井
上

さ
く
ら

○
情
報
処
理
科
２
年
１
組

委
員
長

深
澤

龍
成

副
委
員
長

荻
原

も
み
じ

○
情
報
処
理
科
２
年
２
組

委
員
長

井
川

堅
造

副
委
員
長

渡
邉

愛
華

◎
献
血
の
事
前
説
明
会
初
開
催

５
月
７
日
の
昼
休
み
に
、
日
本
赤
十

字
社
か
ら
３
名
の
職
員
の
方
に
来
校
い

た
だ
き
、
６
月
に
本
校
で
実
施
す
る
献

血
に
向
け
た
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

本
校
で
は
地
域
貢
献
活
動
の
一
環
と
し

て
学
生
が
毎
年
献
血
に
協
力
し
て
い
ま

す
が
、
こ
の
よ
う
な
事
前
説
明
会
は
初

め
て
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

【
保
健
室
】

六
月
は
梅
雨
の
季
節
で
す
。
こ
の
時

季
は
気
候
が
安
定
せ
ず
、
体
調
も
崩
し

や
す
い
時
で
す
。
睡
眠
や
入
浴
で
疲
れ

を
と
り
、
体
調
等
管
理
に
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。
食
中
毒
や
熱
中
症
な
ど
が
発

生
し
や
す
い
時
で
も
あ
り
ま
す
。
食
品

の
購
入
・
管
理
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
帽
子
等
で
の
日
除
け
の
工
夫
や

水
分
の
補
給
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

校
医
検
診
が
未
受
診
の
学
生
は
受
診

し
受
診
の
検
査
結
果
を
至
急
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
健
康
診
断
で
受
診
を
勧
め

ら
れ
た
人
は
早
め
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

不
安
定
な
梅
雨
の
天
気
は
、
体
調
を

崩
し
や
す
く
す
る
だ
け
で
な
く
、
気
持

ち
も
落
ち
込
み
が
ち
で
す
．
そ
ん
な
時

は
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、
信
頼
で
き
る

周
り
の
人
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
保
健

室
も
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
学
校
外
で

も
山
梨
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

専
門
家
が
相
談
に
の
っ
て
く
だ
さ
い
ま

す
。
詳
し
く
は
保
健
だ
よ
り
に
て
紹
介

し
ま
す
。

【
進
路
支
援
室
】

徐
々
に
暑
い
日
が
続
く
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
二
年
生
は
も
ち
ろ
ん
、
一
年

生
も
イ
ン
タ
ー
シ
ッ
プ
で
ス
ー
ツ
を
着

用
す
る
機
会
が
出
て
き
ま
す
が
、
そ
の

着
こ
な
し
方
に
特
に
注
意
を
払
い
ま
し

ょ
う
。
企
業
訪
問
前
に
は
必
ず
、
ス
カ

ー
ト
や
ズ
ボ
ン
の
裾
に
、
シ
ワ
や
泥
は

ね
等
が
な
い
か
。
革
靴
や
ヒ
ー
ル
に
擦

れ
た
傷
、
汚
れ
は
つ
い
て
い
な
い
か
服

装
に
気
を
遣
い
過
ぎ
て
困
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
折
角
の
ス
ー
ツ
や
靴
、
カ

バ
ン
が
台
無
し
に
な
ら
な
い
よ
う
に
急

な
天
候
の
変
化
へ
の
準
備
、
対
策
を
行

い
ま
し
ょ
う
。
服
装
・
髪
形
は
、
慌
て

た
様
子
が
伝
わ
り
や
す
く
、
第
一
印
象

に
影
響
し
ま
す
。
ま
た
、
天
候
次
第
で

は
、
交
通
状
況
も
変
わ
り
、
事
故
も
増

え
る
時
で
す
。
交
通
渋
滞
は
、
焦
り
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。
書
類
作
成
は
、
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
試
験
当
日
も
余
裕
を

も
っ
て
行
動
す
る
よ
う
心
が
け
て
く
だ

さ
い
。

◎
一
年
次
授
業
「
社
会
人
基
礎
力
」
で

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
説
明

「
社
会
人
基
礎
力
」
の
授
業
内
で
、

進
路
支
援
室
か
ら
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

に
関
す
る
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
す
る
こ
と
の
意

義
、
今
後
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
イ
ベ

ン
ト
の
説
明
な

ど
を
行
い
ま
し

た
。
二
年
次
の

先
輩
か
ら
は
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
の
体
験
談

を
聞
き
、
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ

に
臨
む
う
え
で

の
心
構
え
等
を
確
認
し
ま
し
た
。
夏
期

休
業
期
間
を
中
心
に
、
積
極
的
に
参
加

し
企
業
研
究
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

【
教
科
主
任
よ
り
】

（
商
業
科
）

い
よ
い
よ
６
月
９
日
の
日
商
簿
記
検

定
統
一
試
験
ま
で
約
２
週
間
と
な
り
ま

し
た
。
特
に
１
年
生
は
、
入
学
後
初
め

て
の
検
定
試
験
と
な
り
ま
す
。
こ
こ
で

合
格
し
て
幸
先
良
い
ス
タ
ー
ト
を
切
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

必
ず
合
格
す
る
ん
だ
と
い
う
強
い
意
志

を
持
っ
て
学
習
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
検
定
対
策
課
外
に
も
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

２
年
生
も
ネ
ッ
ト
試
験
に
向
け
て
計

画
的
に
学
習
し
て
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん

の
合
格
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
情
報
科)

入
学
し
て
２
ヶ
月
。

用
語
に
苦
戦

IT

し
て
い
る
人
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
？
書
い
て
覚
え
る
。
図
で
覚
え

る
。
単
語
帳
で
覚
え
る
。
語
呂
で
覚
え

る
。
そ
れ
ぞ
れ
自
分
に
あ
っ
た
覚
え
方

で
乗
り
切
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
！

さ
て
、
６
月

日
に
基
本
情
報
技
術
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者
試
験
の
第
一
関
門
「
２
級
１
部
試
験
」

が
あ
り
ま
す
。
体
調
管
理
に
気
を
つ
け

て
、
油
断
せ
ず
全
力
で
頑
張
っ
て
下
さ

い
。


